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１ 研究の背景・課題

研 究 実 施 期 間

農林⽔産分野の先端技術展開事業
研究成果概要版

課 題 名 令和５年度農林⽔産分野の先端技術展開事業のうち研究開発委託事業
（稲作の⼤規模化・省⼒化に向けた農業⽤⽔利施設管理省⼒化ロボットの開発）

成果名称 農業⽤⽔利施設管理省⼒化ロボットの開発
本委託事業の成果を利⽤した特許出願2件（発明の名称「除去作業機」）

研究概要
 実証地域における農業⽤⽔路維持管理の現状を調査し、農業⽤⽔利施設管理省⼒化機械に求め
る⽔路条件を把握する。これにより機械の基本性能を決定し、⼟砂上げロボット試作機を開発す
る。
 開発した試作機を⽤いて現地実証試験を⾏い、基本性能を検証する。これを基に⼟砂上げロ
ボット試作機の改良を進める。
 性能評価試験を⾏い、⼈⼒で⾏う農業⽤⽔路管理作業労⼒を２割以上低減する⼟砂上げロボッ
トの開発を⾏う。

実 証 地 域
研 究 代 表 機 関
参 画 研 究 機 関

 少⼦⾼齢化による労働⼒不⾜や、東京電⼒福島第⼀原⼦⼒発電所事故に起因する⼈⼝減少や農
業者の離農により、特に浜通り地域での農地の維持管理が困難となっているため、現在主に⼈⼒
により⾏われている「⽔路の⼟砂上げ作業」の省⼒化技術を開発する。

２ 研究の⽬標

３ 研究の課題と内容
⽔路維持管理の現状把握及びロボット基本性能の検証
農業⽤⽔利施設管理省⼒化ロボットの開発
農業⽤⽔利施設管理省⼒化ロボットの性能評価

 従来2⼈以上で⾏なっていた、⼈⼒で⾏う農業⽤⽔路管理作業労⼒（⼼拍数上昇率により計測）
の２割以上低減する⼟砂上げロボットを開発する。



４ 研究成果
（１）⽔路維持管理の現状把握及びロボット基本性能の検証
 福島県内における多⾯的機能⽀払交付⾦活動組織について、東⽇本⼤震災前後の取り組み状況
の変化を調査した結果、浜通り地⽅では、１⼈当たり管理⽔路延⻑が震災前に⽐べ増加してい
た。今後、営農再開が進む中で、管理すべき⽔路が増加することは明らかであり、管理作業の機
械化が必要であると確認できた。
 また、ほ場整備事業地区の⽔路形状調査、⽔路管理実態調査を⾏い、対象とする⽔路幅を
300mm、⼟砂堆積厚は10〜30mm程度という⽔路条件（必要性能）を決定した。
 ⽔路内を⾛⾏するロボットとすることで、作業の安定を図った。機体側⾯に付けられたアーム
により昇降することが可能である。⽔路に移動するまでの法⾯や軟弱地、草地等で⾛破可能なク
ローラ式とし、動⼒は環境に配慮し、バッテリー式とした（図1,図2,表1）。

図1 開発した⼟砂上げロボットの概観（横） 図2 開発した⼟砂上げロボットの概観（正⾯）

表1 ⼟砂上げロボットの諸元



研究成果
 農業⽤⽔利施設管理省⼒化ロボット（⽔路管理省⼒化ロボット開発コンソーシアム）
（YouTube）

 https://youtu.be/5MkImBiardI

（２）農業⽤⽔利施設管理省⼒化ロボットの開発
 基本仕様に従い、⼟砂上げロボット試作機を開発した。さらに、現地実証試験の成果をフィー
ドバックし、改良を加えた。

（３）農業⽤⽔利施設管理省⼒化ロボットの性能評価
 開発・改良した⼟砂上げロボット試作機について性能評価試験を⾏った。
 本試作機の使⽤により、⼈⼒で２⼈以上で⾏なっていた⼟砂上げ作業が、１⼈で可能となっ
た。また、作業者の⼼拍数上昇率について⼈⼒と⽐べて２割以上の低減することが⽰唆された
（表2,表3）。

表2 ⼟砂上げロボットの性能評価

表3 ⼟砂上げ作業時における作業者の⼼拍数

作業前 作業後

土砂上げロボット 88 99 113 68

人力 84 140 167 (100)

土砂上げロボット 87 90 103 62

人力 77 128 166 (100)

注1）作業後心拍数/作業前心拍数✕100（％）

作業方法
心拍数(回/分) 上昇率

(注1)

(%)
対左比(%)
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： 福島県農業総合センター 企画経営部 経営･農作業科 024-958-1714
： 福島国際研究教育機構

研 究 内 容 問 合 先
問 合 先

成果公表実績／関連情報

2023年度（第64回）農業農村⼯学会東北⽀部⼤会
 「農業⽤⽔利施設管理省⼒化ロボットの開発」

アグリビジネス創出フェア2023
 「農業⽤⽔利施設管理省⼒化ロボットの開発」

第20回農業農村整備事業成果発表会(福島県)
「農業⽤⽔利施設管理省⼒化ロボットの開発」

アグリビジネス創出フェア2021
 「⽔路管理省⼒化ロボット〜⽔路⼟砂上げ作業の省⼒化技術の開発〜」

2022年度（第71回）農業農村⼯学会⼤会
 「福島県における農業⽤⽔路管理の現状と課題」

アグリビジネス創出フェア2022
 「⽔路管理省⼒化ロボット〜⽔路⼟砂上げ作業の省⼒化技術の開発〜」、
 「福島県における農業⽤⽔路管理の現状と課題」

第19回農業農村整備事業成果発表会(福島県)
 「震災後の農業⽤⽔路管理の問題点について」

令和４年度東北農業試験研究推進会議作物⽣産推進部会作業技術研究会（冬期）
 「福島県におけるスマート農業の取組と課題④⽔路管理省⼒化ロボットの開発」

令和４年度東北農業研究農業農村⼯学研究懇話会


